
令和５年度  学 校 評 価 表 （ 最 終 評 価 ）  ５中野立志館高等学校 定時制 

学校教育目標 重点目標（中・長期的目標） 

 

１ 学び究めようとする心の涵養に 

努める 

 

２ よき社会人になるための人間性 

の陶冶を促す 

 

３ 心身共に活力のみなぎる生徒を 

育む 

 

４ 生命を尊び人権を尊重する心を 

培う 

 

１ 基礎学力を身につける 

社会で生きていくための基礎的な知識を、座学だけでなく体験的な課題追究型学習を通して身につくようにする 

２ 社会性を身につける 

基本的生活習慣や社会のルールを、学校生活や就労を通して会得できるようにする。また学校行事・生徒会活動などを

通じて、友人との協力・共同を培い、友情を深めることができるようにする 

３ 自主性を高め、自己表現を豊かにする 

総合的な学習（探究）の時間や生徒会活動・学校行事などを通して、思考力・表現力を養い、意欲・成就感が得られる

ように努め、自信を持って歩めるようにする。また自分の将来を見つめながら自己啓発につながる進路指導に配意すると

ともに、芸術鑑賞などを通して豊かな情操感を培うように配慮する 

今年度の重点目標 

１ いじめや暴力を許さない安全・安心な学校づくりを進める 

２ 基本的生活習慣の確立、規範意識の向上を目指し、きめ細やかな生徒指導や支援を行う 

３ 対話的な授業を通して、生徒の学習意欲を引き出し、基礎学力の定着とコミュニケーション能力の育成を図る 

４ 勤労観・職業観の形成を促すとともに生徒個々に応じた支援を行い、進路に対する意識を高めていく 

評価項目 評価の観点 成果と課題 達成度 改善策・向上策 

１ ICT活用 ① 生徒一人一台タブレットの活用方法

の研修と実践を行い、生徒の学習意欲

を引き出し、生徒が主体的に取り組む

ことができる授業がなされたか 

① 職員研修を３回行い、タブレットの活用できる教科

から、授業実践に取り組んでいる。一部の生徒につ

いて、機種の違いやアプリの違いで戸惑う生徒もい

るが、タブレットを通しての課題のやり取り等概ね

できるようになり、生徒も主体的に課題に取り組ん

でいる。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

①研修で学んだことを積極的に取

り入れ、タブレットを利用した

授業方法を更に研究していく。 

 

２ 授業の充実 ① 個々に応じた有効な対応がなされた

か 

 

 

② 総合的な探究の時間を中心に表現力、

コミュニケーション能力等、社会で必

要とされる力を伸ばす授業がなされ

たか 

③ 特別な支援が必要な場合について、

授業方法等に関する研究や、必要な支

援がなされたか  

① １年生の英語の授業で少人数の習熟度授業を実施

している。授業においては、ドリルや補足資料、生

徒に合ったプリントを使い、生徒主体の授業を行っ

ている。           

② 自己表現の場として、作文を書かせる時間を持ち、

校内生活体験発表会で発表した。３．４年生は教養

基礎の授業でコミュニケーション能力を伸ばすた

め、外部講師による出前授業を行った。                                             

③ 生徒理解のための情報交換を年度当初及び職員会

議ごとに実施し、全職員が共通理解を持って授業や

生徒対応を行った。また、地域の発達障がいサポー

トマネージャー・養護学校の教育相談担当教諭と連

絡会を実施し、特に１年生の対応に生かせた。 

Ｂ 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

①できる限り少人数授業は継続

し、検定等も継続的に受験でき

るように整備していく。 

 

②多くの生徒が発表できる工夫を

行い、外部講師などと連携して

更に表現力を身につけさせる機

会をつくる。 

③情報交換会は必要に応じ、今後

も実施していく。 



３ 生徒支援体制の 

充実 

① 出欠席をはじめ、生徒の日常生活を把

握し、保護者とも連携して必要な対応

がなされたか 

② 生徒個々の状態を把握し、カウンセリ

ングや外部機関との連携を行って早

期の対応が図れたか 

 

 

 

 

 

③ 行事、生徒会活動、クラブ等の際に、

生徒の自主性を高め、生徒に成就感や

自信を待たせるような工夫がなされ

たか 

 

 

 

 

 

④ 多様な生徒に対応するための研修・研

究や、日常的な支援がなされたか 

① 毎時間の出欠は入力システムにより、欠時数の把握

を行い、担任から保護者への連絡も即座に行われ

た。 

② 必要に応じて情報共有を行い、生徒個々の理解につ

とめた。通常のカウンセリングの他に、スクールカ

ウンセラーには５月に１年生全員と面談してもら

い、生徒の状況を把握できた。カウンセリングでは

担任がコンサルテーションに参加できない場合は、

情報やアドバイスを可能な限り文書にして担任に

伝えるようにした。出身中学校や家庭児童相談員と

随時情報共有を行い、対応・支援に生かせた。                                   

③ 文化祭では生徒アンケートに基づき、テーマ・制作

内容を決め、生徒全員が参加し、「ステンドグラス風

切り絵」を制作・展示することができた。学習成果

発表として、４年生は“信州の絶景”をテーマにし

た風景画の展示と、来場者の皆様へ観葉植物の配

布、２年生は甚平を製作・展示することができた。

文系同好会は文化祭で手芸作品を展示し、バドミン

トン部、卓球部が県大会出場、バドミントン部女子

が全国大会出場を果たした。                                               

④ スクールソーシャルワーカー、子ども相談室・福祉

課(中野市・須坂市)、まいさぽ信州長野、障がい者

支援センター(中野市・須坂市)と連携ができてい

る。また、６月に全生徒へのアセス調査を実施し、

その結果を職員間で共有した(11月にも実施予定)。

11 月にはＳＳＴに関する職員研修を実施する予定

である。 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

① 今後も保護者への連絡が即座

に行えるように継続していく。 

 

② カウンセリングのコンサルテ

ーションは可能な限り担任も

同席する。 

 

 

 

 

 

③ 今後も生徒の自主性を高める

工夫を重ね、活気ある生徒会活

動を目指していく。 

部活動への取り組みを呼びか

けていく。 

 

 

 

 

 

④ 今後も職員研修の機会を設け

ていく。関係機関との情報交

換を続けていく。 

４ 進路実現 

  ・キャリア教育 

① 進路実現のための個々に応じた支援

ができたか 

 

② ハローワーク、就業支援センター等

外部の関係機関と適切に連携をはか

ることができたか 

① 就職希望者には職員全員で面接練習を行い就職試

験に臨んだ。進学希望者にも進学先の傾向に応じ

て個別に学力補充や面接の指導を行っている。                                       

② 教養基礎の授業や就職希望者の模擬面接指導にお

いて就業支援地域アドバイザーによる出前講座を

活用し、職業観の形成や就職の内定に結びつけるこ

とができた。 

Ｂ 

 

 

Ｂ 

 

 

 

① 就業体験活動や体験入学への

参加を継続して呼びかけてい

く。 

②今後も関係機関との連携を密に

して取り組んでいく。 

５ 人権尊重 ① いじめについて実態を把握し、適切な

対応がなされたか 

 

② 人権意識を高めるための取り組みが

できたか 

① アンケートを実施するとともに、集会の折に全生徒

に向けて、お互い一人一人を認め合う大切さについ

て話し、理解を促した。 

② 人権平和学習として、宮田元子さんを招いて講演会

を実施し、命の尊さについて考えさせる機会を持っ

た。 

Ｂ 

 

 

Ａ 

 

 

① いじめの早期発見のため、今後

もアンケートを継続する。 

 

② 今後も年間を通して取り組ん

でいく。 



６ 地域との連携 ① 地域の方に本校教育活動の実態を理

解していただけるよう、学校の公開等

を随時行うことができたか 

 

② ＨＰ、学校案内等により、適切な情報

提供に努めることができたか 

① 学校公開授業は年３回計画をした。中学生・保護者

対象の学校見学会を今年は 11 月に行う。希望があ

れば随時行っている。4 月は保護者の参観、9 月は

中学生の参観があった。 

② ＨＰは行事のあるたびに更新して常に新しい情報

を提供し、行事等の写真を掲載している。学校案内

も早めに作成して情報提供をした。 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

 

 

① 中学生の参観者が増加した。引

き続き随時公開していく。 

 

 

②  引き続き、常に HP を最新の

情報を提供できるようにして

いく。 

７ 安全安心な学校 

環境の維持 

① 生徒が安心して学べる環境を維持す

るための検討がなされたか 

① ４月に地震想定の避難訓練、９月に地震・火災想定

し、実際に電気を消し、暗闇の中での訓練を実施した。 

Ａ 

 

 

① 引き続き、生徒の防災意識をよ

り高める避難訓練を２回実施

する。 

総合 

評価 

［成果と課題］ 

多様な生徒に対して少人数制の授業や個別指導を行い、一定の成果が

得られた。 

学校カウンセラー、ＳＳＷ、生活支援相談員、市の保健師、外部講師な

どとの連携によって、進路や生活面での支援が充実できた。 

タブレットの職員研修会計画し、充実した研修会ができた。 

［改善策・向上策］ 

生徒の現状を考えた教育課程を研究し、単位制の検討をしていく。 

引き続き、外部の関係機関との連携を強化して、生徒支援体制を充実していく。 

生徒の学力向上のため、ICT 機器やタブレットの活用を含め、授業の工夫をすすめる。 

少人数での授業の継続、外部講師の活用などに取り組んでいく。 

検定や資格取得が目指せるよう、環境を整備していく。 

   


